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2008年（平成20年）　　５ 月 ２８ 日　水曜日

《発行元》
分社理念研究所事務局
　〒104－0061
　東京都中央区銀座6丁目12番1号
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親
父
か
ら
会
社
を
任
さ
れ
て
六
十

一
年
が
た
ち
ま
し
た
。

　
恩
師
中
山
隆
祐
先
生
の
お
陰
で
、

関
山
博
君
と
喧
嘩
し
た
こ
と
に
し
て

始
め
た
の
が
分
社
制
で
す
。

　
分
社
制
も
四
十
年
た
ち
ま
し
た
。

　
分
社
は
各
社
バ
ラ
バ
ラ
、
俺
は
あ

れ
が
や
り
た
い
、
俺
は
こ
っ
ち
へ
行

き
た
い
、
そ
れ
が
分
社
制
で
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
が
個
性
を
生
か
し
、
み

な
違
っ
て
い
て
よ
い
の
で
す
。

　
で
も
、
た
だ
一
つ
や
ら
な
け
れ
ば

い
け
な
い
の
は
、
自
分
の
会
社
を
一

所
懸
命
や
っ
て
、
儲
け
を
出
し
て
、

み
ん
な
に
や
っ
た
だ
け
を
分
け
る
。

　
そ
れ
し
か
な
い
の
で
す
。

　
そ
う
な
っ
て
く
る
と
、
な
か
な

か
人
を
代
え
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
大
き
な
会
社
は
、
人
を
二
年

と
か
四
年
で
ポ
ン
ポ
ン
代
え
て
し

ま
い
ま
す
。
そ
れ
だ
か
ら
み
ん
な

不
公
平
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
る
。

　
こ
ん
な
に
も
っ
た
い
な
い
事
は

な
い
。

　
そ
ん
な
こ
と
を
や
っ
て
い
た
ら

競
争
な
ん
て
出
来
な
い
の
で
す
。

　
良
い
伸
び
る
会
社
は
や
め
さ
せ

な
い
し
、
そ
の
ま
ま
や
っ
て
い
ま

す
。

　
う
ち
で
も
そ
う
し
た
い
。

　
ど
こ
ま
で
も
や
る
人
を
辞
め
さ

せ
た
り
、
替
え
て
し
ま
う
の
は
勿

体
な
い
。

　
十
年
以
上
や
っ
て
い
る
か
ら
辞

め
ろ
な
ん
て
冗
談
じ
ゃ
な
い
。

　
や
る
人
は
二
十
年
で
も
三
十
年

で
も
や
っ
て
も
ら
い
た
い
の
で
す
。

　
た
だ
、
そ
れ
で
は
他
の
人
が
困

る
、
専
務
で
も
常
務
で
も
部
長
で

も
、
や
れ
そ
う
な
ら
分
社
し
て
社

長
を
や
ら
せ
る
。

　
五
月
九
日
（
金
）
ゆ
う
ぽ
う
と
に
て
、
公
認
会
計
士
の
田
島
克
夫
先
生
に
よ

る
「
株
主
総
会
の
進
め
方
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
最
新
の
会
社
法
に
基
づ
い
た
資
料
を
用
い
て
、
事
業
報
告
や
株
主
総
会
そ
の

も
の
の
ポ
イ
ン
ト
を
懇
切
丁
寧
に
教
え
て
頂
い
た
だ
け
で
な
く
、
田
島
先
生
の

ユ
ー
モ
ア
を
交
え
た
説
明
に
一
同
が
歓
喜
で
盛
り
上
が
る
場
面
も
見
ら
れ
ま
し

た
。

　
　
ま
た
、
こ
の
勉
強
会
は
分
社
理
念
研
究
所
分
科
会
の
勉
強
会
の
第
一
弾
と

し
て
、
各
社
の
社
長
ば
か
り
で
な
く
、
総
務
・
経
理
部
門
の
担
当
者
な
ど
も
出

席
し
、
各
々
の
自
己
紹
介
も
行
わ
れ
、
会
社
は
違
え
ど
、
同
じ
内
容
の
業
務
を

行
う
仲
間
と
し
て
の
貴
重
な
交
流
の
場
と
も
な
り
ま
し
た
。

　
　

　
な
る
べ
き
人
を
な
る
べ
く
早
く
か
ら
決

め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
自
分
が
社
長
を
辞
め
る
覚
悟
を
す
る
の

で
す
。
覚
悟
が
出
来
れ
ば
心
が
綺
麗
に
な

り
ま
す
。

　
社
長
は
、
自
分
が
社
長
を
や
っ
て
い
る

こ
と
が
『
こ
れ
で
い
い
の
だ
ろ
う
か
』
と

心
配
で
心
配
で
、
た
ま
ら
な
い
時
が
な
く

て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　
会
社
の
発
展
に
自
分
は
責
務
を
果
た
し

て
い
る
か
を
、
考
え
る
べ
き
で
す
。

　
技
術
の
進
歩
や
時
代
の
変
化
は
あ
ま
り

に
早
く
い
ち
じ
る
し
い
。

　
我
々
は
い
つ
も
時
代
の
先
頭
の
グ
ル
ー

プ
を
走
っ
て
い
か
れ
る
よ
う
気
を
引
き
締

め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
ど
ん
ど
ん
横
に
広
げ
る
の
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
す
れ
ば
会
社
の
や
る

気
は
失
わ
れ
な
い
し
、
発
展
は
続
く

の
で
す
。

　
そ
う
す
る
こ
と
で
人
は
生
き
て
き

た
事
を
満
足
で
き
る
。

　
そ
う
い
う
風
に
や
ら
な
い
と
ダ
メ

だ
、
と
私
は
考
え
て
い
る
の
で
す
。

　　
　
新
し
い
細
胞
が
生
ま
れ
、
古
く

弱
っ
た
も
の
が
変
わ
っ
て
い
く
よ
う

に
、
ダ
メ
な
会
社
や
人
は
、
変
え
よ

う
と
い
う
相
談
が
社
内
に
起
る
よ
う

に
す
る
べ
き
で
す
。

　
こ
れ
な
ら
会
社
は
い
つ
ま
で
も
元

気
で
生
き
残
り
ま
す
。

　
そ
れ
に
は
社
長
が
、
次
の
社
長
に

↑酒井オーナー

《株主総会の進め方》講師：田島克夫先生

　第一回分科会開催

↑田島克夫先生
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今回は、グループ全社より経営計画を簡単に纏めていただきましたので、紹介いたします。
　　　①代表者名
　　　②経営方針またはスローガン
　　　③重点施策

④売上目標（単位：百万円）
　　　⑤利益目標（単位：百万円）
　　　⑥ひとこと
【注意】
　・記載は創立年月順となっております。

平 成 二 十 年 度　　経 営 計 画

①　代表取締役社長　関 山 浩 一
②・明確な事業戦略の立案と実行‥他社との差別化
　・明確な制度・システム創り‥組織の求心力の向上　
③・ｼｽﾃﾑｿﾘｭｰｼｮﾝ事業部での新たなｺｱ技術の立ち上げ
　・ﾊﾟﾜｰｿﾘｭｰｼｮﾝ事業部での航空・宇宙・防衛用電源か
　　ら産業用電源への展開
　・経営管理部による10年先を見据えた新制度創り
④　3,000 百万円　⑤　90 百万円
⑥　複数のｺｱ技術の確立と、人材の育成と獲得に継続的な
　　投資を行う。　　

①　代表取締役社長　佐々木 弘 人
② 市場変化にスピーディーに
　　　　　　　　　　　対応しよう　
③・顧客指向の徹底
　・技術開発・品質重視による製品特化の推進
　・環境、安全の重視と人材強化および国際化
　　の推進
④　32,000 百万円　　⑤　750 百万円
⑥　世界をリードする技術力と攻めの営業で、
　　500億円に挑戦します。

①　代表取締役社長　永 井 憲 雄
②　お客様に「真の安心」を
③・グループ内従業員の未加入者への
　　売り込み　　　　　　　　　　　
　・人保険の募集
④　26 百万円
⑤　5.2 百万円
⑥　今年は人保険を中心に攻めの営業を展開して
　　行きます。
　　

①　代表取締役社長　鎌 内 勉
②　「もったいないをビジネスに！」
③　当社スタッフでの直接業務による
　　対応での拡販、新規取引先の拡大
④　150 百万円
⑤　12 百万円
⑥　当期は40期という区切りの年に当たることから
　　
　　新たな気持ちで事業の拡大に努めて参ります。

①　代表取締役社長　菅　 実
②　目標貫徹
　　「情熱・熱意・執念」
③・生産効率の向上
　・創造力の養成
　・信頼される企業への追求
④　3,300 百万円
⑤　165百万円
⑥　現有資源（人、設備等）を有効に活用し、目標
　　貫徹に邁進します。
　　

①　代表取締役社長　酒 井 陽 太
②　いかなる外部環境の変化に対しても
　　確固たる収益を確保できる体質改善を！
③・羽生第2工場の迅速な整備と有効活用化
　・八王子事業所新体制の確立と収益確保
　・新規先発掘による取引先の新陳代謝促進
④　9,000 百万円
⑤　380 百万円
⑥　資材、製品調達を国内にのみ限定せず
　　海外調達の可能性も検討していきます
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①　代表取締役社長　森　栄 治
②　顧客満足の最大化を最小のコスト
　　で実現する。
③　・生産革新の継続　・品質に拘り
　　・環境重視
④　3,100 百万円以上
⑤　85百万円以上
⑥　一流とは現状に満足しないこと
　　コンセプト「挑戦」

①　代表取締役社長　増 島 清 治
②　プリント基板用金型メーカーから
　　電子部品金型メーカーへの変革。
③・新規お客様の開拓
　・新しい金型製造技術の開発
　・新たな金型へのスタート　　
④　418 百万円　⑤　18 百万円
⑥　新しいフィールドへ勇気をもって
　　チャレンジ！変革！

①　代表取締役社長　服 部 秀 明
②　「安心とやさしさ」を基本理念とし
　　きめ細かな事業展開を図る。
③　福祉施設や医療機関に対する人材派
　　遣業務に関し、地方からの人材発掘を図る。
④　26.5 百万円
⑤　2.65 百万円
⑥　人材派遣業務と不動産業務を融合し、
　　職場と住まいのトータルサポート業務を　　
　　展開して参ります。
　　

フォレスト総合ケア株式会社
　FOREST SOGO CARE Co.,Ltd

①　代表取締役社長　眼 目　毅
②　「常に進化し続ける会社」を目指す
　・見て、感じて、変化する
　・自分発見、自分品質向上、
　　自分の壁を越える　
③・利益体質の改善
　・儲かる仕組みを作る　
　・「一社員一技能」運動
④　5,000 百万円　⑤　80 百万円
⑥・医療機器の製販・修理業の資格取得や、FA・メカトロ
　　部門の本格稼動により新市場開拓を推進する。
　・試作品を造り、新技術・技能をアピールする。　

①　代表取締役社長　工 藤 光 春
②　お客様本位の発想と現状に満足
　　しない努力をします
③・新築工事を積極的に取り組む
　・耐震補強工事の安定受注と質の確保
　・体制の見直し（若返り）
④　200 百万円
⑤　2 百万円
⑥　建物は大切な財産です！　　　　　　　　　　　　
　　早めの手当が長持ちの最大の秘策です。
　　昨年６/20日建築基準法が変わりました。
　　（法令順守、特に注意）

①　代表取締役社長　佐 藤 龍 治
②　自然と科学と夢の３つをつなぐ商品
　　を開発し、サイエンス教材のリーデ
　　ィング・カンパニーを目指そう。
③・博物館市場の活性化を図ろう。
　・一般市場の顧客開拓・販売拡大を図ろう。
　・商品開発力・供給力の強化を図ろう。
④　210百万円
⑤　19百万円
⑥　会社は「未来創造堂」。
　　楽しく仕事し未来を創造していきましょう。

①　代表取締役社長　真 道 保 美
②・CS(Customer Satisfaction)の向上
　・ES(Employees Satisfaction)の向上
　・EV(Enterprise Value)の向上
　スローガン
　Advance The Next (常に前進/常に前向き/常に改善)
③・QCDの向上　・外部環境(Daichu HK 含)への対応強化
　・営業部門の強化・新規Businessの開発

④　6,500 百万円　　⑤　310 百万円
⑥　変化に対する認識と高い問題意識をもって企業の変革を目
　　 指し、又、益々グローバル化する状況に対応する為に、商

号を“Daichu Technologies”に改める。

①　代表取締役社長　菅　　実
②　変化と挑戦
③・経営効率化への挑戦
　・生産効率化への挑戦
　・業務手法の変化
④　5,000 百万円　　⑤　250 百万円
⑥　今期は、30期を迎え新たなスタート！
　　“変化と挑戦”の年です！　　
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①　代表取締役社長　菅　　実
②　全社的改善活動の推進
③・生産性の向上
　・顧客の深掘と拡大
　・信頼される企業への変革
④　2,000 百万円
⑤　100 百万円
⑥　顧客第一主義に徹し、提案型営業活動による
　　相互利益の追求

　　

①　代表取締役社長　嶌 村 忠
②　薄板、微細加工のオンリーワン企業へ
　　（世界一の試作工場になる）
③・微細加工の技術の確立
　・中量品の加工方法の研究、開発
④　170 百万円
⑤　1 百万円
⑥　７月完成予定の本社工場のスムースな立ち上げ
　　を行い、９月より本格稼動を目指す。
　　

①　代表取締役社長　大 森 春 男
②　お客様から信頼され、愛される
　　企業づくり
③・無借金経営の継続
　・収益性の高い事業体質の構築
　・お客様に密着したサービスの提供　　　　　
④　40 百万円　　
⑤　3.5 百万円
⑥ 小さくともキラリと光る存在でありたい。

①　代表取締役社長　川 杉 一 夫
②　“We’re proud to serve you”
③　羽生地区での展開
④　214 百万円
⑤　8.4 百万円
⑥　㈱ウィーゴとして再出発し本年6月にて満10年を
　　
　　迎え、次のステップへアップする為のリストラ
　　クチャリングを行います。

①　代表取締役社長　山 田 元 昭
②　業界が熱望する操縦士を育成、航空の
　　発展に寄与する。
③・優秀かつ誠実な訓練で、訓練生の信頼を
　　得、卒業生の就職を支援することにより、
　　評判を上げる。そのことが顧客確保の最
　　大の近道であると社員意識を徹底させる。
　・確かな技術と経験に合わせ、基本に忠実
　　な運航で安全を確実なものとし、無事故
　　記録を更新。
　・機材、人員の拡充を図る。　　　　　
④　150 百万円　　⑤　10 百万円
⑥　官、民を問わず、訓練生の安定確保に努めます。飛行機、　
　　ヘリコプターともに、引き続き需要が見込まれる操縦訓練
　　で、優秀な卒業生を送り出し、日本の空を卒業生で埋めて
　　いきます。
　　

①　代表取締役社長　熊 谷　修
②　さらなる挑戦
③・既存顧客関係の維持と拡大
　・海外企業との連携強化
　・社内業務及び管理体制の整備
④　372 百万円
⑤　13 百万円
⑥　時代に合ったビジネスモデルの構築に
　　努力していきたい。

株式会社　ニューシステムズ
　　　　　　　　　　テクノロジー
NEW SYSTEMS TECHNOLOGY Co.,Ltd.

①　代表取締役社長　眼目　 毅
②　「常在創業、創意無限」
③・業務請負の展開
　・顧客の開拓
　・スタッフのバッファ化
④　65 百万円
⑤　2 百万円
⑥・有料職業紹介事業の認可取得
　・リーダー、スタッフの人材育成　

《グループ会社株主総会のお知らせ》

　5月28日（水）13時～

　コートヤード・バイ・マリオット東京銀座ホテル　　
　　　
　
　6月27日（金）13時～
　コートヤード・バイ・マリオット東京銀座ホテル　　
　　　
　※終了後、『吉生会』開催


